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杜
甫
「
春
望
」
再
読

後
藤
秋
正

は
じ
め
に

「
春
望
」
と
い
う
詩
題

｜

｜

梁
・
蕭
子
范
（
四
八
六
～
五
四
九
）
「
春
望
古
意
」

光
景
斜
漢
宮
、
横
梁
照
采
虹

光
景

漢
宮
に
斜
め
な
り
、
横
梁

采
虹
照
る

春
情
寄
柳
色
、
鳥
語
出
梅
中

春
情

柳
色
に
寄
せ
、
鳥
語

梅
中
よ
り
出
づ

氛
氲
閨
里
思
、
逶
迤
水
上
風

氛
氲
た
り
閨
里
の
思
い
、
逶
迤
た
り
水
上
の
風

ふ
ん
う
ん

落
花
徒
入
戸
、
何
解
妾
床
空

落
花

徒
に
戸
に
入
る
、
何
ぞ
妾
床
の
空
し
き
を
解
か
ん

北
周
・
宗
懍
（
？
～
六
二
五
～
？
）
「
春
望
」

日
暮
春
台
望
、
徙
倚
愛
余
光

日
暮

春
台
よ
り
望
み
、
徙
倚
し
て
余
光
を
愛
す

都
尉
新
移
棗
、
司
空
始
植
楊

都
尉
は
新
た
に
棗
を
移
し
、
司
空
は
始
め
て
楊
を
植
う

一
枝
猶
桂
馥
、
十
歩
有
蘭
香

一
枝

猶
お
桂
馥
あ
り
、
十
歩

蘭
香
有
り

望
望
無
萱
草
、
忘
憂
竟
不
忘

望
望
と
し
て
萱
草
無
し
、
憂
え
を
忘
れ
ん
と
し
て
竟
に
忘
れ
ず

北
周
・
庾
信
（
五
一
三
～
五
八
一
）
「
春
望
」

春
望
上
春
台
、
春
窗
四
面
開

春
望
せ
ん
と
し
て
春
台
に
上
れ
ば
、
春
窗

四
面
に
開
く

落
花
何
仮
払
、
風
吹
会
幷
来

落
花

何
ぞ
払
う
を
仮
り
ん
、
風
吹
け
ば

会

ず
幷
び
来
ら
ん

か

か
な
ら

【
参
考
】

安
藤
信
広
「
「
春
望
」

杜
甫
の
孤
独
な
春

」
『
講
座
／
現
代
の
文
学
教
育
〔
第
六
巻
〕
中
学
・
高
校
〔
古

｜

｜

典
編
〕
』
（
新
光
閣
書
店
、
一
九
八
四
）

春
は
霊
魂
が
ひ
ど
く
浮
游
し
が
ち
な
季
節
な
の
だ
。
生
者
の
そ
れ
も
、
死
者
の
そ
れ
も
。
…
…
三
月
の
あ
る

日
杜
甫
は
高
所
に
登
り
、
「
春
望
」
詩
を
作
っ
た
だ
ろ
う
。
…
…
浮
動
す
る
自
己
の
魂
を
招
き
よ
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
戦
乱
に
横
死
し
た
多
く
の
死
者
の
霊
を
も
慰
め
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
三
月
。
…
…
家
族
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
自
己
が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
家
書
は
万
金
に
抵
る
」
の
だ
。
自
己

の
魂
を
招
き
よ
せ
ら
れ
な
い
な
ら
、
自
分
は
む
ざ
む
ざ
と
老
い
て
行
く
。

喬
継
堂
・
朱
瑞
平
主
編
『
中
国
歳
時
節
令
辞
典
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
）

…
…
春
秋
時
鄭
国
毎
逢
上
巳
、
人
們
溱
洧
両
酔
、
招
魂
続
魄
、
秉
執
蘭
草
、
祓
除
不
祥
。
至
漢
上
巳
確
定
為

●

●

節
。
…
…
魏
晋
以
後
上
巳
節
期
改
為
三
月
三
日
。

一

杜
甫
「
春
望
」

杜
甫
「
春
望
」

国
破
山
河
在

城
春
草
木
深

感
時
花
濺
涙

恨
別
鳥
驚
心

烽
火
連
三
月

家
書
抵
万
金

白
頭
搔
更
短

渾
欲
不
勝
簪

◎
制
作
時
期

①
郭
知
達
『
九
家
集
注
杜
詩
』
巻
一
九
（
淳
熙
八
年
（
一
一
八
一
）
）

趙
（
次
公
）
云
、
考
此
詩
作
於
天
宝
十
五
載
（
七
五
五
。
七
月
、
至
徳
と
改
元
）
之
正
月
。
蓋
禄
山
反
於

十
四
載
之
十
一
月
、
至
是
則
烽
火
連
三
月
（
趙
云
う
、
考
此
の
詩
を
考
う
る
に
天
宝
十
五
載
の
正
月
に
作
る
。

蓋
し
禄
山
は
十
四
載
の
十
一
月
に
反
す
、
是
に
至
れ
ば
則
ち
烽
火

三
月
に
連
な
る
と
）
。
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②
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
四
（
康
熙
四
二
年
（
一
七
〇
三
）
初
刻
）

鶴
注
、
此
当
是
至
徳
二
載
三
月
、
陥
賊
営
時
所
作
。
三
月
者
、
指
季
春
三
月
。
趙
氏
謂
、
禄
山
反
於
天
宝
十

四
載
之
十
一
月
、
至
次
年
正
月
為
三
月
、
失
於
不
考
耳
（
鶴
注
、
此
れ
当
に
是
れ
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
三
月
、

賊
営
に
陥
り
し
時
作
る
所
。
三
月
は
、
季
春
三
月
を
指
す
。
趙
氏
謂
う
、
禄
山
は
天
宝
十
四
載
の
十
一
月
に
反

し
、
次
年
正
月
に
至
る
を
三
月
と
為
す
と
、
不
考
に
失
す
る
の
み
）
。

③
宋
・
黄
希
、
黄
鶴
補
注
『
黄
氏
補
注
杜
詩
』
巻
一
九
（
嘉
定
九
年
（
一
二
一
六
）
成
書
）

（
黄
）
鶴
曰
、
天
宝
十
五
載
正
月
、
明
皇
未
幸
蜀
、
方
自
命
嗣
呉
王
祗
・
李
隨
・
李
光
弼
等
討
安
禄
山
、
安

得
謂
之
国
破
。
是
時
公
携
家
在
奉
先
、
五
月
方
入
鄜
、
道
路
未
絶
、
書
非
難
達
。
趙
注
以
十
四
載
之
十
一
月
、

至
次
年
正
月
為
三
月
。
失
於
不
考
。
当
是
至
徳
二
載
三
月
陥
賊
営
時
作
。
三
月
者
、
直
指
三
月
而
云
（
鶴
曰
く
、

天
宝
十
五
載
正
月
、
明
皇

未
だ
蜀
に
幸
せ
ず
、
方
に
自
ら
嗣
呉
王
祗
・
李
隨
・
李
光
弼
等
に
命
じ
て
安
禄
山

を
討
た
し
め
ん
と
す
、
安
ん
ぞ
之
を
国
破
る
と
謂
う
を
得
ん
や
。
是
の
時

公
は
家
を
携
え
て
奉
先
に
在
り
、

五
月
方
め
て
鄜
に
入
り
、
道
路

未
だ
絶
え
ず
、
書
は
達
し
難
き
に
非
ず
。
趙
注
、
十
四
載
の
十
一
月
よ
り
、

は
じ

次
年
正
月
に
至
る
を
以
て
三
月
と
為
す
は
、
不
考
に
失
す
る
の
み
）
。

④
顧
宸
『
辟
疆
園
杜
詩
註
解
』
五
言
律
巻
二
（
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
序
刊
）

此
禄
山
陥
京
師
、
公
在
賊
中
三
月
作
也
。
…
…
三
月
直
指
至
徳
二
載
三
月
而
言
（
此
れ
禄
山

京
を
陥
れ
、

公

賊
中
に
在
り
し
三
月
の
作
な
り
。
…
…
三
月
は
直
だ
至
徳
二
載
三
月
を
指
し
て
言
う
）
。

⑤
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
）

詩
中
の
５
〔
烽
火
連
三
月
〕
の
〔
三
月
〕
を
、
陰
暦
三
月
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
至
徳
二
載
晩
春
の
作
、

そ
の
朔
は
、
太
陽
暦
の
三
月
二
十
五
日
。

二

一

「
国
」
と
「
城
」

｜

森
槐
南
『
杜
詩
講
義
上
巻
』
（
文
会
堂
書
店
、
一
九
一
二
）

国
破
れ
て
残
る
所
の
も
の
は
即
ち
山
河
の
み
で
あ
る
併
し
春
は
少
し
も
昔
に
変
わ
ら
ず
し
て
此
長
安
城
も

●

●

●

●

春
の
季
節
が
来
れ
ば
春
ら
し
く
な
つ
て
参
り
ま
す
る
事
で
あ
つ
て
…
…
。

鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
上
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
八
）

〔
詩
意
〕
国
都
は
賊
に
破
壊
さ
れ
た
が
山
や
河
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
。
こ
の
都
の
城
は
ま

●

●

●

●

●

さ
に
春
が
来
て
草
や
木
が
し
げ
つ
て
深
く
た
ち
こ
め
て
ゐ
る
。

〔
字
解
〕
国
＝
国
都
を
い
ふ
。
城
＝
長
安
の
城
。

細
貝
泉
吉
『
杜
詩
鑑
賞
』
（
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
一
九
二
九
）

〔
意
訳
〕
国
都
が
破
れ
て
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
只
だ
山
河
の
み
な
る
が
、
春
は
依
然
昔
の
春
で
、
季

●

●

節
が
来
れ
ば
春
ら
し
く
な
り
、
自
然
に
城
中
の
艸
木
も
生
い
茂
っ
て
深
く
た
ち
こ
め
て
ゐ
る
。

●

●

目
加
田
誠
『
杜
甫
』
（
集
英
社
漢
詩
大
系
９
、
一
九
六
五
）

〔
口
語
訳
〕
国
都
は
破
壊
さ
れ
つ
く
し
た
が
、
山
河
は
依
然
と
し
て
も
と
の
ま
ま
で
あ
り
、
長
安
城
に
は

●

●

●

●

●

ま
た
春
が
め
ぐ
っ
て
来
て
草
や
木
が
深
く
茂
っ
て
い
る
。

小
野
忍
・
小
山
正
孝
・
佐
藤
保
『
杜
甫
詩
選
（
一
）
四
季
と
山
河
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
九
）

〔
口
語
訳
〕
国
は
破
れ
た
の
に
山
河
自
然
は
そ
の
ま
ま
だ
／
城
に
は
春
が
訪
れ
て
草
木
が
こ
ん
も
り
と
茂
っ

●

●

て
い
る

〔
語
釈
〕
国
＝
国
都
、
つ
ま
り
長
安
の
こ
と
。
国
家
の
意
味
で
は
な
い
。
城
＝
城
壁
に
囲
ま
れ
た
都
市
全

●

●

体
を
指
す
こ
と
ば
。
長
安
城
。
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鈴
木
修
次
『
漢
詩
』
（
学
燈
文
庫
、
一
九
七
八
）

〔
通
釈
〕
都
の
長
安
は
破
壊
さ
れ
尽
く
し
た
が
、
山
河
の
み
は
依
然
と
し
て
も
と
の
姿
を
と
ど
め
、
ま
ち
な

●

●

●

●

か
は
あ
た
か
も
春
、
草
や
木
が
青
々
と
茂
っ
て
い
る
。

〔
語
釈
〕
国
＝
国
都
の
長
安
を
指
す
。
一
説
に
、
国
家
の
意
に
と
っ
て
も
よ
い
と
す
る
が
、
当
時
「
国
」

●

●

と
い
え
ば
、
国
都
の
行
政
機
構
を
主
と
し
て
指
し
て
い
た
。
城
＝
ま
ち
。
城
内
の
ま
ち
を
「
城
」
と
い
う
。
日

本
の
「
し
ろ
」
と
は
違
う
。

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
）

〔
口
語
訳
〕
み
く
に

た
だ
れ
は
て

あ
る
は
山
川
／
都

春
な
る
に

草
木
は
び
こ
る

●

●

●

●

〔
語
釈
〕
〔
国
破
山
河
在
〕
国
家
の
組
織
の
破
滅
を
〔
国
破
る
〕
と
い
う
こ
と
、
…
…
。

●

●

●

●

●

横
山
伊
勢
雄
『
唐
詩
の
鑑
賞
│
珠
玉
の
百
首
選
│
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
）

〔
口
語
訳
〕
国
は
崩
壊
し
た
が
、
山
河
の
自
然
は
変
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
長
安
の
城
に
は
ま
た
春
が
訪
れ
、

●

ま
ち

草
や
木
が
深
く
生
い
茂
っ
た
。

〔
説
明
〕「
国
破
」
れ
る
と
は
、
国
家
の
機
構
と
統
一
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、

●

●

●

●

●

●

●

●

国
都
の
あ
る
町
を
国
と
意
識
す
る
中
国
の
場
合
、
都
長
安
が
叛
乱
軍
の
手
に
奪
わ
れ
た
こ
と
を
さ
す
。
国
都
の

崩
壊
は
そ
の
ま
ま
国
家
の
崩
壊
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。

松
浦
友
久
編
『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
。
「
春
望
」
の
担
当
は
宇
野
直
人
）

国
＝
「
国
家
」
の
意
と
す
る
説
と
、
「
国
都
（
長
安
）
」
の
意
と
す
る
説
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
者
に

従
う
。説

（
国
家
）
森
槐
南
『
杜
詩
講
義
』
中
巻
な
ど
六
件
を
挙
げ
る
。

マ

マ

A
説
（
国
都
）
星
川
清
孝
『
歴
代
中
国
詩
精
講
』
な
ど
一
一
件
を
挙
げ
る
。

B韓
世
武
・
張
志
民
『
杜
甫
詩
全
訳
』
（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
）

〔
訳
文
〕
国
都
已
然
淪
陥
而
昔
日
的
山
河
依
旧
在
眼
、
長
安
城
春
天
来
臨
却
到
処
是
草
木
荒
深
。

●

●

下
定
雅
弘
・
松
原
朗
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
。
「
春
望
」
の
担
当
は
大
田
亨
）

〔
現
代
語
訳
〕
国
家
は
こ
と
ご
と
く
破
壊
さ
れ
た
が
、
山
や
河
は
も
と
の
ま
ま
、
長
安
城
に
も
春
が
訪
れ
て

●

●

草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

〔
語
釈
〕
国
破
＝
安
禄
山
の
乱
に
よ
っ
て
国
家
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
一
説
に
「
国
」
を
長
安
と
解

す
る
（
鈴
木
注
）
。
た
だ
し
後
藤
秋
正
「
『
春
望
』
の
『
国
』
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
杜
詩
に
お
い
て
「
国

が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
長
安
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
（
『
東
西
南
北
の
人
│
杜
甫
の
詩
と

詩
語
』
研
文
出
版
）

向
嶋
成
美
編
『
李
白
と
杜
甫
の
事
典
』
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
九
。
「
春
望
」
の
担
当
は
三
上
英
司
）

〔
口
語
訳
〕
国
は
破
壊
さ
れ
山
河
だ
け
が
昔
の
ま
ま
あ
り
、
（
長
安
の
）
街
は
春
に
な
っ
て
草
木
ば
か
り
が

●

生
い
茂
る
。

〔
語
釈
〕
国
破
＝
国
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
る
。
「
国
」
は
、
一
説
に
国
都
。
城
春
＝
「
城
」
は
長
安
の
街
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

清
・
李
文
煒
『
杜
律
通
解

五
言
集
解
』
巻
一

国
以
社
稷
為
重
、
今
惟
山
河
在
。
可
見
社
稷
幾
亡
（
国
は
社
稷
を
以
て
重
し
と
為
す
、
今
は
惟
だ
山

河

●

●

●

の
み
在
り
。
社
稷

幾
ん
ど
亡
ぶ
る
こ
と
を
見
る
可
し
）
。

ほ
と

孫
潜
『
杜
詩
全
訳
』
（
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
二
一
）

国
家
残
破
了
、
山
河
仍
在
眼
前
、
春
天
還
是
来
到
了
這
城
裏
、
草
木
鬱
鬱
青
青
。

●

●

『
漢
語
大
詞
典
』

①
国
家
。
『
詩
経
』
小
雅
・
節
南
山
「
国
既
卒
斬
、
何
用
不
監
（
国
既
に

卒

く
斬
ゆ
、
何
を
用
て

監

ざ

こ
と
ご
と

た

か
ん
が
み
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る
）
＝
国
も
既
に
尽
く
滅
び
ん
と
す
る
有
様
で
あ
る
。（
大
師
の
尹
氏
は
）
何
故
に
か
か
る
国
情
に

監

み
見
て
、

か
ん
が

己
れ
を
反
省
し
て
、
民
を
憫
ま
な
い
の
か
。
②
国
都
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
元
年
「
祭
仲
曰
、
都
城
過
百
雉
、

国
之
害
也
。
先
王
之
制
、
大
都
不
過
参
国
之
一
、
中
五
之
一
、
小
九
之
一
（
祭
仲
曰
く
、
都
城

百
雉
に
過
ぐ

る
は
、
国
の
害
な
り
。
先
王
の
制
に
、
大
都
は
参
国
を
参
に
し
て
の
一
、
中
は
五
の
一
、
小
は
九
の
一
に
過
ぎ

ず
）
＝
重
臣
の
祭
仲
が
申
し
た
、
地
方
の
都
邑
で
百
雉
（
高
さ
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
・
七
五
メ
ー
ト

ル
）
を
超
え
る
も
の
の
あ
る
の
は
、
国
の
害
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昔
の
賢
王
の
お
き
て
に
よ
れ
ば
、
大
き
い
都
邑

で
も
国
都
の
三
分
の
一
、
中
は
五
分
の
一
、
小
は
九
分
の
一
を
超
え
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
各
種
教
科
書

◎
中
学
校

『
国
語
２
』

（
光
村
図
書
、
二
〇
一
六
）

戦
乱
に
よ
っ
て
国
都
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
山
と
河
は
そ
の
ま
ま
に
あ
る
。
城
壁
で
囲
ま
れ
た
町
の
中
に
も
春

●

●

が
訪
れ
、
草
や
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。

国
＝
国
都
。
長
安
の
こ
と
。
城
＝
城
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
。
こ
れ
も
長
安
を
指
す
。
簪
＝
冠
を
髪
に
留
め
る

た
め
の
ピ
ン
の
こ
と
。

『
現
代
の
国
語
２
』
（
三
省
堂
、
二
〇
二
一
）

国
破
れ
て
＝
国
の
都
が
破
壊
さ
れ
て
。
城
＝
城
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
。
「
国
」
「
城
」
は
と
も
に
当
時
の
都
、

●

●

長
安
（
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
）
を
指
す
。

渾
て
簪
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
欲
す
＝
全
く
簪
を
さ
す
こ
と
も
で
き

な
い
ほ
ど
だ
。
「
簪
」
＝
こ
こ
で
は
冠
を
留
め
る
ピ
ン
の
こ
と
。

『
伝
え
合
う
言
葉

中
学
国
語
３
』
（
教
育
出
版
、
二
〇
二
一
）

国
破
れ
て
＝
国
都
長
安
（
現
在
の
陝
西
省
西
安
）
が
、
安
史
の
乱
（
七
五
五
）
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
こ
と

●

●

を
さ
す
。
城
＝
こ
こ
で
は
長
安
の
街
を
さ
す
。
中
国
の
都
市
は
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
簪
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と

欲
す
＝
髪
の
毛
が
少
な
く
な
っ
て
、
簪
も
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
「
簪
」
は
冠
を
留
め
た
め
の
ピ
ン

の
よ
う
な
も
の
。

『
新
し
い
国
語
２
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
一
）

国
破
れ
て
＝
長
安
の
都
は
反
乱
軍
に
攻
め
破
ら
れ
て
し
ま
っ
て
。
城
＝
城
壁
を
巡
ら
し
た
、
昔
の
中
国
の
都

●

●

●

●

市
。
ま
た
、
町
の
中
。

渾
て
簪
に
勝
へ
ざ
ら
ん
と
欲
す
＝
簪
（
冠
を
固
定
す
る
ピ
ン
）
さ
え
全
く
挿
せ
な
く

な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
＝
出
典
「
漢
詩
大
系
」
と
明
記
。

◎
高
校

『
精
選
言
語
文
化
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
一
）
『
新
編
言
語
文
化
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
一
）

国
破
＝
国
都
の
長
安
が
破
壊
さ
れ
た
。
城
＝
ま
ち
。
城
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
。
簪
＝
か
ん
ざ
し
。
冠
を
髪
に

●

●

●

●

と
め
る
も
の
固
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の
。
ヘ
ア
ピ
ン
の
類
を
い
う
。
イ
ラ
ス
ト
あ
り
。

『
高
等
学
校

言
語
文
化
』
（
第
一
学
習
社
、
二
〇
二
一
）

国
＝
こ
こ
は
、
国
都
長
安
（
今
の
陝
西
省
西
安
市
）
を
さ
す
。
城
＝
語
釈
な
し
。
簪
＝
か
ん
ざ
し
。
士
大
夫

●

●

●

●

で
あ
る
こ
と
を
示
す
冠
を
髪
に
と
め
る
も
の
。

『
高
等
学
校

標
準
言
語
文
化
』
（
第
一
学
習
社
、
二
〇
二
一
）

国
＝
こ
こ
は
国
都
長
安
（
今
の
陝
西
省
西
安
市
）
を
さ
す
。
城
＝
城
壁
で
囲
ま
れ
た
町
。
こ
こ
で
は
、
長
安

●

●

●

●

●

●

の
こ
と
。
簪
＝
か
ん
ざ
し
。
士
大
夫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
冠
を
髪
に
と
め
る
も
の
。

『
高
等
学
校

新
編
言
語
文
化
』
（
第
一
学
習
社
、
二
〇
二
一
）

国
＝
国
都
を
さ
す
。
こ
こ
で
は
長
安
の
こ
と
。
城
＝
城
壁
で
囲
ま
れ
た
町
。
こ
こ
で
は
、
長
安
の
こ
と
。

●

●

●

●

簪
＝
冠
を
と
め
る
た
め
に
髪
に
さ
す
も
の
。
当
時
、
成
人
の
男
子
は
必
ず
冠
を
つ
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
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『
高
等
学
校

精
選
言
語
文
化
』
（
第
一
学
習
社
、
二
〇
二
一
）

国
＝
こ
こ
は
国
都
長
安
（
今
の
陝
西
省
西
安
市
）
を
さ
す
。
城
＝
語
釈
な
し
。
簪
＝
か
ん
ざ
し
。
士
大
夫
で

●

●

●

●

あ
る
こ
と
を
示
す
冠
を
髪
に
と
め
る
も
の
。

『
新
編
言
語
文
化
』
（
数
研
出
版
、
二
〇
二
一
）

城
＝
唐
の
都
、
長
安
の
町
。
渾
欲
不
勝
簪
＝
「
簪
」
は
、
髪
に
挿
し
て
冠
を
固
定
す
る
た
め
の
針
。
か
ん
ざ

し
。『

精
選
言
語
文
化
』
（
明
治
書
院
、
二
〇
二
一
）

国
破
＝
都
は
破
壊
さ
れ
た
。
「
国
」
は
、
こ
こ
で
は
、
首
都
の
意
。
安
禄
山
の
乱
に
よ
り
、
反
乱
軍
に
占
領

●

●

●

さ
れ
た
都
（
長
安
）
の
混
乱
を
い
う
。
城
＝
城
壁
で
囲
ま
れ
た
長
安
の
ま
ち
。
簪
＝
冠
を
留
め
る
か
ん
ざ
し
。

『
精
選
言
語
文
化
』
（
三
省
堂
、
二
〇
二
一
）

国
破
＝
安
史
の
乱
（
七
五
五
～
七
六
三
）
に
よ
っ
て
、
国
（
国
都
の
長
安
）
が
破
壊
さ
れ
て
。
城
＝
町
。
城

●

●

●

●

●

壁
で
囲
ま
れ
た
市
街
。
こ
こ
は
唐
の
都
の
長
安
を
指
す
。
簪
＝
冠
を
髪
に
と
め
る
た
め
の
ピ
ン
。

●

●

●

●

二

二

「
山
河
」
と
「
草
木
」
の
含
意

｜

〔
山
河
〕

遠
藤
星
希
「
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
山
河
」
の
在
り
方
と
そ
の
変
質
に
つ
い
て
」
（
「
杜
甫
研
究
年
報
」
第

六
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
）

「
春
望
」
の
首
句
で
「
山
河
」
と
対
置
さ
れ
る
「
国
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
「
国
家
」
を
指
す
と
い
う
説
と

「
国
都
」
を
指
す
と
い
う
説
と
が
併
存
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
藤
秋
正
氏
に
よ
る
専
論
「
「
春

望
」
の
「
国
」
に
つ
い
て
」
で
す
で
に
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。

後
藤
氏
は
ま
た
論
文
「
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
山
河
」
と
「
山
川
」
、
「
江
山
」
」
（
『
「
春
望
」
の
系
譜

続
｜

々
・
杜
甫
詩
話
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
七
）
の
中
で
、
杜
詩
に
お
け
る
「
山
河
」
と
「
山
川
」
、
「
江
山
」
そ

れ
ぞ
れ
の
語
の
差
異
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
て
い
る
同
論
文
の
「
お
わ
り
に
」
で
、
後
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

「
山
河
」
は
時
に
蜀
地
の
山
や
か
わ
を
指
す
こ
と
も
あ
る
が
、
『
吉
川
注
』
に
、
「
人
事
国
家
の
興
亡
変

化
に
超
然
と
し
て
存
在
す
る
自
然
を
い
う
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
の
感
情
の
在
り
方
如
何
と
は
関
わ
り

な
く
、
地
上
に
存
在
す
る
山
と
か
わ
で
あ
る
。

加
藤
敏
「
山
水
・
山
川
・
山
河
」
（
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
〇

〇
）こ

の
「
春
望
」
の
「
山
河
」
も
、
悠
久
な
る
自
然
や
堅
固
な
要
害
の
表
象
と
し
て
の
み
で
な
く
、
む
し
ろ
国

土
の
表
象
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
（
前
出
）

〔
山
河
在
り
〕
存
在
と
し
て
〔
在
〕
る
の
は
〔
山
河
〕
の
み
で
あ
る
。
…
…
〔
山
河
〕
の
語
、
も
と
よ
り
人

事
国
家
の
興
亡
変
化
に
超
然
と
し
て
存
在
す
る
自
然
を
い
う
が
、
こ
と
に
軍
事
的
要
害
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る

こ
と
、
し
ば
し
ば
。

※
『
史
記
』
巻
六
十
五
、
呉
起
伝

〔
魏
〕
武
侯
、
浮
西
河
而
下
。
中
流
顧
而
謂
呉
起
曰
、
「
美
哉
乎
山
河
之
固
、
此
魏
国
之
宝
也
」
（
魏
の

●

●

武
侯
、
西
河
に
浮
か
び
て
下
る
。
中
流
に
し
て
顧
み
て
呉
起
に
謂
い
て
曰
く
、「
美
な
る
哉
乎
山
河
の
固
め
、

か
な
や

此
れ
魏
の
国
の
宝
な
り
」
。
）
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※
晋
・
張
載
「
剣
閣
銘
」

昔
在
武
侯
、
中
流
而
喜
。
山
河
之
固
、
見
屈
呉
起
（
昔
在
武
侯
、
中
流
に
し
て
喜
ぶ
。
山
河
の
固
め
、
呉

●

●

む
か
し

起
に
屈
せ
ら
る
）
。

〔
草
木
深
〕

遠
藤
星
希
「
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
「
山
河
」
の
在
り
方
と
そ
の
変
質
に
つ
い
て
」
（
前
出
）

共
同
体
の
成
員
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
「
山
河
の
固
め
」
と
い
う
神
話
が
崩
壊
し
た
今
、
城
壁
を
隔
て
た
向

こ
う
側
に
存
在
す
る
山
河
は
、
も
は
や
「
む
か
し
の
ま
ま
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

李
白
「
経
乱
離
後
、
天
恩
流
夜
郎
、
憶
旧
遊
書
懐
、
…
…
」

草
木
殺
気
揺

草
木

殺
気
揺
き

●

●

う
ご

星
辰
無
光
彩

星
辰

光
彩
無
し

白
骨
成
丘
山

白
骨

丘
山
を
成
す

●

●

蒼
生
竟
何
罪

蒼
生

竟
に
何
の
罪
か
あ
ら
ん

杜
甫
「
述
懐
」

今
夏
草
木
長

今
夏

草
木
長
じ

●

●

脱
身
得
西
走

身
を
脱
し
て
西
走
す
る
を
得
た
り

杜
甫
「
洗
兵
行
」

三
年
笛
裏
関
山
月

三
年

笛
の
裏

関
山
の
月

万
国
兵
前
草
木
風

万
国

兵
の
前

草
木
の
風

●

●

杜
甫
「
垂
老
別
」

万
国
尽
征
戍

万
国

尽
く
征
戍

烽
火
被
岡
巒

烽
火

岡
巒
を
被
う

●

●

積
屍
草
木
腥

積
屍

草
木
腥
く

●

●

流
血
川
原
丹

流
血

川
原
丹
し

●

●

元
好
問
「
「
壬
辰
十
二
月
、
車
駕
東
狩
後
即
事
五
首
」
〈
其
二
〉

惨
澹
龍
蛇
日
闘
争

惨
澹
と
し
て
龍
蛇

日
〻
闘
争
し

干
戈
直
欲
尽
生
霊

干
戈

直
ち
に
生
霊
を
尽
く
さ
ん
と
欲
す

高
原
水
出
山
河
改

高
原

水
出
で
て
山
河
改
ま
り

●

●

戦
地
風
来
草
木
腥

戦
地

風
来
っ
て
草
木
腥
し
↓
杜
甫
「
春
望
」
と
「
垂
老
別
」
を
意
識
す
る
。

●

●

※
『
魏
志
』
巻
十
八
、
李
典
伝

李
典
字
曼
成
、
…
…
。
劉
表
使
劉
備
北
侵
、
至
葉
。
太
祖
遣
典
従
夏
侯
惇
拒
之
。
備
一
旦
焼
屯
去
。
惇
率
諸

軍
追
撃
之
、
典
曰
、
「
賊
無
故
退
、
疑
必
有
伏
。
南
道
狭
窄
、
草
木
深
、
不
可
追
也
。
」
惇
不
聴
与
于
禁
追
之
、

●

●

●

典
留
守
。
惇
等
果
入
賊
伏
裏
、
戦
不
利
、
典
往
救
（
李
典

字
は
曼
成
、
…
…
。
劉
表

劉
備
を
し
て
北
侵
せ

し
め
、
葉
に
至
る
。
太
祖

典
を
遣
り
夏
侯
惇
に
従
い
て
之
を
拒
が
し
む
。
備

一
旦

屯
を
焼
き
て
去
る
。

惇

率
諸
軍
を
率
い
て
之
を
追
撃
せ
ん
と
す
、
典
曰
く
、
「
賊

故
無
く
し
て
退
く
は
、
疑
う
ら
く
は
必
ず
伏

有
り
。
南
道
は
狭
窄
に
し
て
、
草
木
深
く
、
追
う
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
」
惇

聴
か
ず
、
于
禁
と
之
を
追
い
、

典
は
留
守
す
。
惇
等

果
た
し
て
賊
の
伏
裏
に
入
り
、
戦
に
利
あ
ら
ず
、
典

往
き
て
救
う
）
。
」

二

三

「
感
」
・
「
濺
」
と
「
恨
」
・
「
驚
」
の
主
語

｜
高
橋
梨
一
（
簑
笠
庵
）
『
奥
細
道
菅
菰

抄

』
（
一
七
七
八
刊
）

す
が
ご
も
し
よ
う
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杜
甫
ガ
春
望
ノ
詩
二
、
時
ヲ
感
ジ
テ
ハ
花
モ
涙
ヲ
濺
ギ
、
別
ヲ
恨
テ
ハ
鳥
モ
心
ヲ
驚
カ
ス
、
…
…
是
等
を

趣
向
の
句
な
る
べ
し

中
里
介
山
『
漢
詩
提
唱
（
杜
甫
）
』
（
隣
人
之
友
社
、
一
九
三
七
）

時
に
感
じ
て
は
花
涙
を
濺
ぎ

別

を
恨
ん
で
は
鳥
心
を
驚
か
す

わ
か
れ

小
杉
放
庵
『
唐
詩
及
唐
詩
人
』
（
書
物
展
望
社
、
一
九
三
九
）

時
に
感
じ
て
は
花
に
涙
を
そ
ゝ
ぎ

別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
も
心
を
驚
か
す

松
浦
友
久
編
『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
』
（
前
出
）

作
者
が
、
花
を
見
て
も
涙
を
流
し
、
鳥
の
声
を
聞
い
て
も
心
を
痛
め
る
。

A
花
も
涙
を
流
す
か
の
よ
う
に
は
ら
は
ら
と
散
り
、
鳥
も
心
を
痛
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
啼
く
。

B吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
前
出
）

う
た
て
の
時
節
や

花

ほ
ろ
ほ
ろ
と
涙
し
／
人
や
い
ず
こ

鳥
も

心
お
の
の
く

川
合
康
三
『
杜
甫
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
二
）

「
感
時
」
「
恨
別
」
の
主
体
は
詩
の
発
語
者
と
も
と
れ
る
し
、
花
や
鳥
と
も
と
れ
る
。
…
…
語
と
語
の
関

わ
り
方
を
明
示
す
る
指
標
が
な
い
の
だ
か
ら
、
も
と
も
と
動
作
の
主
体
が
何
か
一
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
い
の

だ
。

二

四
「
連
三
月
」
に
つ
い
て

｜鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
上
』
（
前
出
）

旧
説
に
三
月
と
は
春
の
第
三
月
を
い
ひ
、
三
箇
月
を
い
ふ
に
非
ず
と
い
へ
り
。
然
れ
ど
も
連
三
月

●

●

●

●

●

と
し
三
月
を
三
箇
月
と
解
し
得
ざ
る
に
非
ず
、
蓋
し
作
者
は
至
徳
元
載
の
極
末
期
に
長
安
に
入
り
こ

み
し
な
る
べ
く
、
そ
の
家
族
と
別
れ
て
以
後
の
計
算
と
み
れ
ば
暮
春
の
月
ま
で
三
箇
月
に
て
可
な
り
。

目
加
田
誠
『
杜
甫
』
（
前
出
）

〔
訳
〕
「
の
ろ
し
火
は
こ
の
三
か
月
も
つ
づ
い
て
や
ま
ず
、
…
…
。
」

●

●

●

〔
語
釈
〕
一
説
に
陽
春
三
月
。
戦
争
が
去
年
以
来
、
こ
の
三
月
ま
で
つ
づ
い
て
な
お
や
ま
ぬ
と
し
、

ま
た
一
説
に
は
烽
火
が
こ
の
三
か
月
間
ひ
き
つ
づ
い
て
お
る
こ
と
と
す
る
。

黒
川
洋
一
『
杜
甫
』
（
岩
波
中
国
詩
人
選
集
、
一
九
五
七
）

〔
三
月
〕
陽
春
三
月
。
一
年
の
う
ち
も
っ
と
も
美
し
い
季
節
で
あ
る
。
一
説
に
は
三
か
月
間
と
す
る
。

●

●

●

●

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
前
出
）

〔
連
三
月
〕
両
説
あ
る
。
〔
三
月
〕
を
三
か
月
間
と
す
る
の
は
、
宋
の
趙
次
公
で
あ
っ
て
、
こ
の
詩
を
前

年
正
月
の
作
と
す
る
彼
は
、
前
前
年
十
一
月
に
安
禄
山
が
反
し
て
以
来
、
ち
ょ
う
ど
三
か
月
間
、
戦
争
の
象

徴
で
あ
る
の
ろ
し
が
、
〔
連
〕
続
し
て
い
る
と
す
る
。
一
方
、
〔
三
月
〕
は
陰
暦
の
三
月
、
す
な
わ
ち
季
春

の
月
と
す
る
の
は
、
宋
の
黄
鶴
で
あ
り
、
〔
烽
火
〕
は
ず
っ
と
そ
の
月
ま
で
も
〔
連
〕
続
し
た
ま
ま
の
意
と

す
る
。
い
ま
後
説
に
し
た
が
う
。
…
…
こ
こ
の
〔
三
月
に
連
な
る
〕
も
、
き
さ
ら
ぎ
の
連
続
と
し
て
あ
る
や

●

●

●

●

●

●

●

よ
い
の
月
、
そ
れ
は
一
年
中
の
も
っ
と
も
こ
の
ま
し
い
月
、
そ
こ
へ
〔
連
〕
続
す
る
も
の
が
、
た
の
し
い
春

景
色
で
は
な
く
、
い
と
わ
し
い
〔
烽
火
〕
な
の
を
い
う
と
し
た
い
。

松
浦
友
久
『
詩
語
の
諸
相

唐
詩
ノ
ー
ト

』
（
研
文
出
版
、
一
九
八
一
）

｜

｜

「
烽
火
連
三
月
」
の
「
三
月
」
を
、
「
季
春
三
月
」
な
り
「
春
三
箇
月
」
な
り
の
よ
う
に
実
際

の

数

に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
…
…
「
烽
火
は
す
で
に
三
月
も
の
あ
い
だ
つ
づ
き
」
あ
る
い
は
、

み
つ
き

「
烽
火
は
す
で
に
何
か
月
も
の
あ
い
だ
つ
づ
き
」
と
す
る
の
が
、
原
詩
の
意
味
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

●

●

●

●

●

●

●

●
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※
杜
詩
の
「
連
三
月
」
は
こ
の
詩
に
の
み
。

徐
放
『
杜
甫
詩
今
訳
』
（
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
八
五
）

〔
連
三
月
〕
三
月
、
是
指
季
春
三
月
。
連
三
月
、
一
説
是
指
正
月
・
二
月
・
三
月
。
都
可
通
。

●

●

●

●

孫
潜
『
杜
詩
全
訳
』
（
前
出
）

〔
連
三
月
〕
按
常
例
応
解
釈
為
連
続
三
個
月
、
但
従
安
史
乱
起
到
至
徳
二
歳
三
月
、
已
一
年
多
、
故
不
能

這
様
解
釈
。
訳
詩
据
黄
鶴
注
、
「
此
当
是
至
徳
二
載
三
月
、
陥
賊
営
時
所
作
。
三
月
者
、
指
季
春
三
月
。
」

李
翼
雲
・
李
寿
松
『
全
杜
詩
新
釈
』
（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
）

〔
連
三
月
〕
接
連
好
幾
個
月
。

●

●

●

●

※
各
種
教
科
書

『
新
し
い
国
語
２
』
（
東
京
書
籍
、
前
出
）

烽
火
三
月
に
連
な
り
＝
敵
の
来
襲
を
知
ら
せ
る
の
ろ
し
は
三
か
月
間
上
が
り
続
け
。

さ
ん
げ
つ

●

●

●

●

『
現
代
の
国
語
２
』
（
三
省
堂
、
前
出
）

烽
火
三
月
に
連
な
り
＝
戦
乱
が
三
か
月
間
続
い
て
。

さ
ん
げ
つ

●

●

●

●

『
国
語
２
』
（
光
村
図
書
、
前
出
）

戦
い
の
の
ろ
し
は
三
か
月
間
も
続
き
、
…
…
。

●

●

●

●

『
伝
え
合
う
言
葉

中
学
国
語
３
』
（
教
育
出
版
、
二
〇
二
一
）

三
か
月
。
ま
た
は
、
長
い
期
間
。

●

●

●

●

●

●

●

『
新
編
言
語
文
化
』
（
数
研
出
版
、
前
出
）

連
三
月
＝
三
月
に
な
っ
て
も
続
き
。

●

●

『
精
選
言
語
文
化
』
（
東
京
書
籍
、
前
出
）

連
三
月
＝
数
か
月
や
ま
ず
に
続
い
て
い
る
。

●

●

●

『
精
選
言
語
文
化
』
（
明
治
書
院
、
前
出
）

連
三
月
＝
何
か
月
も
続
き
。
「
三
」
は
、
こ
こ
は
不
特
定
の
数
を
表
す
。

大
橋
賢
一
「
杜
甫
「
春
望
」
に
お
け
る
「
三
月
」
に
つ
い
て
」
（
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
・
旭
川
校
漢
文

学
研
究
室
「
杜
詩
教
材
研
究
論
叢
」
五
、
二
〇
一
四
）

「
連
」
は
、
地
名
あ
る
い
は
場
所
を
目
的
語
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
「
春
望
」
の
よ
う
に
、
時
間

に
か
か
わ
る
語
句
を
目
的
語
と
す
る
の
は
特
殊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
…
…
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
検

討
か
ら
、
「
春
望
」
の
「
三
月
」
は
、
早
春
、
仲
春
、
晩
春
の
、
春
三
か
月
間
を
指
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か

●

●

●

●

●

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二

五
「
家
書
」
は
届
い
た
か

「
家
書
万
金
に
抵
る
」

｜

｜

｜

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
三
冊
（
前
出
）

の
ろ
し
の
火

弥
生
に
も
や
ま
ず
／
妻
の
ふ
み

億
の
あ
た
い
よ

家
か
ら
の
手
紙
〔
家
書
〕
、
鄜
州
三
川
県
に
お
い
て
来
た
ま
ま
の
妻
か
ら
の
手
紙
を
意
味
す
る
に
相
違
な

い
が
、
「
佩
文
韻
府
」
、
そ
の
「
拾
遺
」
に
お
い
て
、
杜
の
こ
の
句
の
み
を
あ
げ
る
。
杜
も
の
ち
の
巻
四
の

「
家
書
を
得
た
り
」
で
、
も
う
一
度
だ
け
使
う
。

孟
浩
然
「
登
万
歳
楼
」

今
朝
偶
見
同
袍
友

今
朝

偶
〻
同
袍
の
友
に
見
う

あ

却
喜
家
書
寄
八
行

却
っ
て
喜
ぶ
家
書

八
行
を
寄
す
る
を

●

●
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岑
参
「
磧
西
頭
、
送
李
判
官
入
京
」

送
子
軍
中
飲

子
を
送
り
て
軍
中
に
飲
み

家
書
酔
裏
題

家
書

酔
裏
に
題
す

●

●

太
田
青
丘
『
唐
詩
入
門
』
（
河
出
文
庫
、
一
九
五
五
）

敵
の
来
襲
を
報
ず
る
の
ろ
し
（
烽
火
）
は
既
に
三
月
も
続
い
て
い
る
の
に
ま
だ
や
む
気
配
な
く
（
戦
乱
の
収

マ
マ

ま
ら
ざ
る
を
い
う
。
こ
の
句
第
三
句
の
感
時
に
応
ず
）
、
家
族
か
ら
自
分
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
手
紙
は
戦
乱

の
危
険
を
冒
し
て
来
る
た
め
に
、
き
わ
め
て
高
価
に
つ
い
て
、
万
金
も
出
さ
ね
ば
手
に
入
れ
る
こ
と
は
こ
と
は

で
き
な
い
。
（
抵
は
相
当
す
る
の
意
）
（
こ
の
句
第
三
句
の
恨
別
に
応
ず
）

鈴
木
修
次
『
杜
甫
』
（
清
水
書
院
、
一
九
八
〇
）

続
く
い
く
さ
の
た
め
に
、
家
郷
か
ら
の
便
り
も
ま
れ
に
な
り
、
た
ま
に
届
く
家
郷
の
便
り
は
、
万
金
の
価
値

を
持
つ
、
と
い
う
の
が
第
六
句
の
意
。

徐
放
『
杜
甫
詩
今
訳
』
（
人
民
日
報
出
版
社
、
一
九
八
五
）

呵
／
戦
争
一
直
還
没
有
停
息
／
接
連
着
已
度
過
両
箇
年
的
三
月
／
在
這
様
的
日
子
／
得
到
一
封
家
／
真
都

抵
得
上
万
両
黄
金
。

鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集
上
』
（
前
出
）

乱
の
急
を
つ
げ
知
ら
す
烽
火
は
前
か
ら
今
の
三
月
の
節
ま
で
（
或
は
三
箇
月
）
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
際
の

家
か
ら
の
手
紙
は
貴
く
て
万
金
に
も
相
当
す
る
。

黒
川
洋
一
『
杜
甫

上
』
（
岩
波
中
国
詩
人
選
集
、
一
九
五
七
）

家
族
の
た
よ
り
は
万
金
に
も
相
当
す
る
ほ
ど
に
思
わ
れ
る
。

川
合
康
三
『
杜
甫
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
二
）

…
…
そ
の
中
に
あ
っ
て
別
離
し
た
家
族
の
消
息
を
伝
え
る
た
よ
り
は
、
万
金
に
も
値
す
る
ほ
ど
貴
重
だ
。

井
上
霊
山
『
選
註

杜
少
陵
詩
集
』
（
崇
文
館
、
一
九
一
一
）

烽
火
連
三
月
は
干
戈
未
だ
息
ま
ざ
る
な
り
家
書
万
金
は
道
路
梗
塞
し
て
、
家
人
の
消
息
を
得
る
容
易
な
ら
ざ

る
な
り
。

森
槐
南
『
杜
詩
講
義

上
巻
』
（
前
出
）

…
…
わ
が
家
は
鄜
州
あ
た
り
長
安
よ
り
余
り
遠
く
な
い
所
で
あ
る
け
れ
共
其
地
の
消
息
を
得
る
と
い
ふ
こ
と

は
極
め
て
六
づ
か
し
い
の
で
万
金
を
出
し
て
も
漸
く
一
封
が
得
難
い
こ
と
で
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
こ
と
で
若

し
又
家
書
を
得
た
な
ら
ば
万
金
の
値
に
も
相
当
す
る
喜
び
を
い
た
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
が
其
家
書
は
一
向
参

ら
な
い
、
さ
う
し
て
唯
さ
へ
も
白
頭
で
あ
る
と
こ
ろ
に
日
夜
我
家
書
を
望
ん
で
頭
を
掻
い
て
居
る
、
ど
う
か
い

た
し
て
家
書
を
得
た
い
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
て
も
家
書
は
得
ら
れ
ま
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
か
ら
…
…

細
貝
香
塘
『
杜
詩
鑑
賞
』
（
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
一
九
二
九
）

我
家
は
鄜
州
に
あ
っ
て
、
長
安
と
は
程
遠
か
ら
ぬ
所
で
あ
る
が
、
其
の
消
息
さ
へ
も
得
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。

た
よ
り

も
し
消
息
が
あ
つ
た
な
ら
は
、
一
封
の
書
で
も
ソ
レ
コ
ソ
万
金
を
得
た
る
喜
び
と
同
じ
で
あ
ら
う
に
、
頓
と
家

た
よ
り

マ
マ

書
は
こ
な
い
。

向
嶋
成
美
編
『
李
白
と
杜
甫
の
事
典
』
（
前
出
）

（
連
絡
が
途
絶
え
た
）
家
族
か
ら
の
便
り
は
万
金
に
も
か
え
が
た
い
。

杜
甫
「
得
舎
弟
消
息
、
二
首
」
〈
其
一
〉

近
有
平
陰
信

近
ご
ろ
平
陰
の
信
有
り

遥
憐
舍
弟
存

遥
か
に
憐
れ
む
舍
弟
の
存
す
る
を

側
身
千
里
道

身
を
側
む
千
里
の
道
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寄
食
一
家
村

食
を
寄
す
一
家
の
村

同
右
〈
其
二
〉

汝
懦
帰
無
計

汝
は
懦
に
し
て
帰
る
に
計
無
く

吾
衰
往
未
期

吾
は
衰
え
て
往
く
に
未
だ
期
あ
ら
ず

…
…

…
…

両
京
三
十
口

両
京

三
十
口

雖
在
命
如
絲

在
り
と
雖
も
命
は
絲
の
如
し

※
平
陰
＝
山
東
省
済
南
市
平
陰
県
。
弟
の
杜
穎
は
斉
州
臨
邑
県
（
山
東
省
徳
州
市
臨
邑
県
）
の
主
簿
に
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
こ
こ
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

☆
杜
甫
と
安
史
の
乱
（
主
と
し
て
古
川
末
喜
「
杜
甫
年
譜
」
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
前
出
）
に
よ
る
）

天
宝
一
四
載
（
七
五
五
）

一
一
月
九
日
、
安
禄
山
挙
兵
す
る
。
一
一
月
初
、
杜
甫
、
長
安
か
ら
奉
先
に
赴
く
。

一
二
月
一
二
日
、
洛
陽
陥
落
。

至
徳
元
載
（
天
宝
一
五
載
、
七
月
改
元
。
七
五
六
）

春
、
長
安
に
あ
り
。
右
衛
率
府
兵
曹
参
軍
に
就
く
の
は
こ
の
春
か
。

初
夏
、
家
族
を
避
難
さ
せ
る
た
め
に
再
び
奉
先
県
（
陝
西
省
渭
南
市
蒲
城
県
）
に
赴
き
、
五
月
、
さ
ら
に

白
水
県
（
陝
西
省

渭
南
市
）
の
お
じ
崔
氏
に
身
を
寄
せ
る
。

六
月
九
日
、
潼
関
で
哥
舒
幹
が
敗
れ
、
十
三
日
、
玄
宗
等
が
長
安
を
脱
出
。

玄
宗
が
蜀
へ
逃
れ
て
数
日
後
、
長
安
陥
落
。

杜
甫
、
白
水
県
を
離
れ
、
そ
の
東
北
の
坊
州
（
陝
西
省
黄
陵
県
お
よ
び
宜
君
県
一
帯
）
の
孫
宰
の
家
に
身

を
寄
せ
る
。

同
月
、
鄜
州
三
川
県
（
陝
西
省
延
安
市
富
県
）
の
羌
村
に
家
族
を
住
ま
わ
せ
る
。

七
月
一
二
日
、
皇
太
子
の
李
亨
が
霊
武
（
寧
夏
回
族
自
治
区
銀
川
市
の
東
北
）
で
即
位
。
三
川
か
ら
単
身

で
粛
宗
の
行
在
所
に
向
か
お
う
と
し
た
が
、
途
中
で
反
乱
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
長
安
に
連
行
さ
れ
る
（
ど
こ

で
捕
ら
え
ら
れ
た
か
は
不
明
）
。

八
月
、
長
安
で
鄜
州
の
家
族
を
想
う
「
月
夜
」
を
作
る
。
長
安
城
内
で
の
行
動
は
官
位
が
低
か
っ
た
た
め

か
自
由
。

至
徳
二
載
（
七
五
七
）

一
月
、
安
禄
山
、
安
慶
緒
ら
に
殺
さ
れ
る
。

二
月
七
日
、
粛
宗
の
行
在
所
が
彭
原
（
甘
粛
省
慶
陽
市
）
か
ら
鳳
翔
（
陝
西
省
宝
鶏
市
鳳
翔
区
）
に
移
る
。

こ
れ
以
後
、
長
安
を
脱
出
し
て
鳳
翔
の
唐
軍
に
帰
す
る
者
が
日
夜
た
え
ず
。

三
月
、
「
春
望
」
の
作
あ
り
。

四
月
、
長
安
城
西
門
の
金
光
門
よ
り
脱
出
し
て
鳳
翔
の
行
在
所
へ
向
か
う
。

※
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
十
八
、
唐
紀
三
十
四

＝
反
乱
軍
の
勢
力
範
囲

自
上
離
馬
嵬
北
行
、
民
間
相
伝
太
子
北
收
兵
来
取
長
安
、
長
安
民
日
夜
望
之
。
…
…
其
始
自
京
畿
・
鄜
・
坊

至
于
岐
・
隴
皆
附
之
、
至
是
西
門
之
外
率
為
敵
塁
、
賊
兵
力
所
及
者
、
南
不
出
武
関
、
北
不
過

雲
陽
、
西
不

過
武
功
（
上

馬
嵬
を
離
れ
て
北
行
せ
し
よ
り
、
民
間

太
子

北
よ
り
兵
を
收
め
来
り
て
長
安
を
取
ら
ん
と

す
と
相
い
伝
え
、
長
安
の
民
は
日
夜

之
を
望
む
。
…
…
其
の
始
め
は
京
畿
・
鄜
・
坊
よ
り
岐
に
至
る
ま
で
皆

な
之
に
附
し
、
是
の
西
門
の
外
に
至
る
ま
で
率
い
て
敵
塁
と
為
り
、
賊
兵
の
力
の
及
ぶ
所
の
者
は
、
南
は
武
関
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を
出
で
ず
、
北
は
雲
陽
を
過
ぎ
ず
、
西
は
武
功
（
陝
西
省
咸
陽
市
武
功
県
）
を
過
ぎ
ず
）
。

杜
甫
「
述
懐
」
↓
至
徳
二
載
の
夏
、
鳳
翔
で
の
作
。

去
年
潼
関
破

去
年

潼
関
破
れ

妻
子
隔
絶
久

妻
子

隔
絶
す
る
こ
と
久
し

…
…

…
…

柴
門
雖
得
去

柴
門

去
く
を
得
と
雖
も

未
忍
即
開
口

未
だ
即
ち
口
を
開
く
に
忍
び
ず

…
…

…
…

寄
書
問
三
川

書
を
寄
せ
て
三
川
に
問
う

不
知
家
在
否

知
ら
ず
家
在
る
や
否
や
を

比
聞
同
罹
禍

比

聞
く
同
じ
く
禍
い
に
罹
り
て

こ
の
ご
ろ

殺
戮
到
鶏
狗

殺
戮

鶏
狗
に
到
る
と

…
…

…
…

自
寄
一
封
書

一
封
の
書
を
寄
せ
て
よ
り

今
已
十
月
後

今
已
に
十
月
の
後

反
畏
消
息
来

反
っ
て
畏
る
消
息
の
来
た
る
を

寸
心
亦
何
有

寸
心

亦
た
何
か
有
ら
ん

…
…

…
…

杜
甫
「
得
家
書
」
↓
至
徳
二
載
の
秋
、
鳳
翔
で
の
作
。

去
憑
游
客
寄

去
る
は
游
客
に
憑
り
て
寄
せ

来
為
附
家
書

来
た
る
は
家
書
を
附
す
る
が
為
な
り

今
日
知
消
息

今
日

消
息
を
知
る

他
郷
且
旧
居

他
郷
な
る
も
且
つ
旧
居
な
り

熊
児
幸
無
恙

熊
児
は
幸
い
に
恙
無
く

驥
子
最
憐
渠

驥
子
は
最
も
渠
を
憐
れ
む

…
…

…
…

※
游
客
＝
旅
人
。
熊
児
＝
長
男
の
宗
文
の
幼
名
。
驥
子
＝
次
男
の
宗
武
の
幼
名
。

お
わ
り
に

横
山
伊
勢
雄
『
唐
詩
の
鑑
賞

珠
玉
の
百
首
選

』
（
前
出
）

|

|

こ
の
詩
の
構
成
は
、
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」
と
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
人
間
社
会
と
自
然
を
対
比
的

に
う
た
い
起
こ
し
、
そ
こ
か
ら
喚
起
さ
れ
る
悲
哀
の
感
情
を
自
然
の
景
物
に
か
ら
め
て
う
た
い
、
時
に

感
じ
別
れ
を
恨
む
こ
と
の
具
体
的
事
象
を
置
い
た
上
で
、
わ
が
身
に
つ
い
て
の
嘆
き
で
結
ぶ
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
国
家
＝
社
会
＝
家
族
＝
我
と
一
点
に
凝
縮
さ
せ
て
、
い
ず
れ
も
変
動
の
相
に

お
い
て
と
ら
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
憂
い
が
詩
人
の
一
点
に
集
中
し
た
も
の
と
し
て
、
重
く
深
く
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

付
け
足
し

国
家
＝
社
会
＝
家
族
＝
我

我
は
衰
え
つ
つ
あ
っ
て
果
た
し
て
国
家
（
天
子
）
の
役
に
立
つ
か
ど
う

か
不
安
が
こ
み
上
げ
る
。
そ
の
国
家
は
ど
う
な
っ
た
か
？
我
＝
国
家

循
環
す
る
。
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附
録
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字
」

「
朱
門
酒
肉
臭
」

｜

｜

杜
陵
有
布
衣

杜
陵
に
布
衣
有
り

老
大
意
転
拙

老
大
に
し
て
意
転
た
拙
な
り

う
た

…
…

…
…

煖
客
貂
鼠
裘

客
を
煖
む
る
は

貂

鼠
の
裘

ち
よ
う

そ

悲
管
逐
清
瑟

悲
管
は
清
瑟
を
逐
う

勧
客
駝
蹄
羹

客
に
勧
む
る
は
駝
蹄
の

羹
あ
つ
も
の

霜
橙
圧
香
橘

霜
橙
は
香
橘
を
圧
す

朱
門
酒
肉
臭

朱
門
に
は
酒
肉
臭
し

路
有
凍
死
骨

路
に
は
凍
死
の
骨
有
り

栄
枯
咫
尺
異

栄
枯

咫
尺
に
異
な
り

惆
悵
難
再
述

惆
悵
と
し
て
再
び
述
ぶ
る
こ
と
難
し

※
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
私
記
』
（
筑
摩
叢
書
、
一
九
八
〇
）
の
書
き
下
し
。

杜

陵

に
布
衣
有
り
／
老
い
て
大
け
ゆ
く
ま
ま
に

意

は
転
よ
拙
な
き
に
／
…
…

客

に

煖

か
き
は

貂

鼠

と

り
よ
う

ふ

い

ふ

こ
こ
ろ

い
よ

つ
た

ま
ろ
う
ど

あ
た
た

ち
よ
う

そ

の

裘

に
し
て
／
悲
し
げ
な
る
管
は
清
ら
か
な
る
瑟
の
ね
を
逐
い
／

客

に
勧
む
る
は

駝

の

蹄

の

羹

か
わ
ご
ろ
も

ふ
え

こ
と

お

ま
ろ
う
ど

す
す

ら
く
だ

ひ
ず
め
（
マ
マ
）

す
い
も
の

に
し
て
／
霜
を
へ
し

橙

は
香
ぐ
わ
し
き

橘

を
圧
す
／
朱
く
ぬ
り
た
る
門
に
て
は
酒
も
肉
も
臭
れ
る
に
／
路

だ
い
だ
い

た
ち
ば
な

あ
か

い
え

く
さ

み
ち

に
は
凍
死
の
骨
有
り
／
栄
枯
は
咫
尺
の
へ
だ
て
に
て
異
な
り
／

惆
い
悵
ぼ
れ
て

再

述
ぶ
る
に
難
し

し

せ
き

う
れ

む
す

こ
の
う
え

※
杜
陵
＝
長
安
の
南
。
か
つ
て
杜
甫
が
住
ん
で
い
た
。
布
衣
＝
無
官
の
者
。
庶
民
。
意
転
拙
＝
ま
す
ま
す
気

持
ち
が
世
間
と
ず
れ
る
。
貂
鼠
裘
＝
テ
ン
の
皮
衣
。
駝
蹄
＝
ラ
ク
ダ
の
ひ
づ
め
を
煮
た
ス
ー
プ
。
霜
橙
＝
霜
を

経
た
だ
い
だ
い
。
香
橘
＝
香
り
高
い
ミ
カ
ン
。
栄
枯
＝
栄
え
る
こ
と
と
衰
え
る
こ
と
。
咫
尺
＝
八
寸
と
一
尺
。

ご
く
近
い
こ
と
。
惆
悵
＝
哀
し
み
嘆
く
さ
ま
。

諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』

臭

に
ほ
ひ
。
㋑
か
。
嗅
覚
に
感
じ
得
る
気
味
の
総
名
。
㋺
か
を
り
。
か
う
ば
し
い
気
。
よ
い
に
ほ
ひ
。
㋩

く
さ
い
気
。
く
さ
み
。
悪
い
に
ほ
ひ
。

『
漢
語
大
詞
典
』

臭

①
穢
汚
之
気
。
与
「
香
」
相
対
。
②
香
。
香
気
。

森
槐
南
『
杜
詩
講
義
』
（
前
出
）

そ
れ
で
毎
日
〳
〵
朱
門
は
殆
ど
肉
と
酒
の
臭
を
以
て
満
た
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
。

鈴
木
虎
雄
『
杜
少
陵
詩
集

上
』
（
前
出
）

朱
門

酒
肉
臭
し
＝
〔
字
解
〕
臭
と
は
あ
ま
り
に
多
く
あ
る
ゆ
え
、
の
こ
つ
て
腐
敗
し
く
さ
き
に
ほ
ひ
を
い

だ
す
。

黒
川
洋
一
『
杜
甫
詩
選

下
』
（
前
出
）

臭

腐
臭
を
発
す
る
こ
と
、
一
説
に
は
よ
い
臭
を
発
す
る
こ
と
と
い
う
。

目
加
田
誠
『
杜
甫
』
（
前
出
）

朱
門

酒
肉
臭
く
＝
酒
肉
が
あ
り
あ
ま
っ
て
、
く
さ
っ
て
悪
臭
を
出
し
て
い
る
こ
と
。

く
さ

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注
』
第
一
冊
（
前
出
）

〔
臭
〕
も
と
「
気
也
」
「
香
也
」
と
訓
じ
、
嗅
覚
に
ふ
れ
る
芳
香
悪
臭
、
ど
ち
ら
を
も
い
う
が
、
こ
こ
の
意

は
む
ろ
ん
「
敗
る
也
」
。

く
さ
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向
嶋
成
美
編
『
李
白
と
杜
甫
の
事
典
』
（
前
出
）

〇
酒
や
肉
が
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
腐
臭
を
た
て
て
い
る
こ
と
。

張
天
健
『
唐
詩
答
客
難
』
（
学
苑
出
版
社
、
一
九
九
〇
）

問

…
…
家
伝
戸
誦
的
名
句
「
詠
懐
」
中
的
「
朱
門
酒
肉
臭
、
路
有
凍
死
骨
」
我
久
有
一
疑
、
在
這
天
寒
地

凍
中
、
那
朱
門
的
酒
肉
真
可
能
発
臭
嗎
？

答

…
…
在
這
名
句
中
、
関
鍵
是
「
臭
」
字
、
一
般
是
解
着
「
腐
臭
」
、
儞
所
質
疑
也
是
従
這
様
考
慮
的
。

姑
且
承
認
、
肉
放
久
了
会
腐
臭
、
然
而
、
酒
則
不
会
陳
腐
発
臭
、
正
相
反
、
酒
会
越
放
越

香
陳
年
老
酒
比
余

酒
是
高
出
一
籌
的
。
如
果
把
「
酒
肉
」
作
為
「
肉
」
偏
義
複
詞
解
釈
、
也
是
没
有
這
様
解
釈
的
。
「
臭
」
字
另

有
一
鮮
見
的
解
釈
是
「
香
気
」
。
『
易
繫
辞
・
上
』
有
、
「
…
…
」
。
『
礼
・
内
則
』
云
、
「
…
…
」
。
「
容
臭
」
是

香
物
。
「
臭
」
、
都
是
「
芬
芳
」
的
意
思
。
又
如
郭
璞
「
茈
魚
賛
」
、
「
蘪
蕪
其
臭
」
、
「
臭
」
作
香
気
発
散
。
拠

此
可
見
、
杜
甫
詩
原
句
的
意
思
是
「
朱
門
裏
是
酒
肉
飄
香
、
大
路
辺
有
凍
餓
者
的
尸
骨
」
。
這
不
是
咫
尺
栄
枯

的
鮮
明
対
照
嗎
？

※
『
易
繫
辞
・
上
』
「
二
人
同
心
、
其
利
断
金
。
同
心
之
言
、
其
臭
如
蘭
（
二
人

心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、

其
の

利

き
こ
と
金
を
断
つ
。
同
心
の
言
は
、
其
の

臭

蘭
の
如
し
）
。
＝
正
し
い
心
情
の
持
ち
主
が
二
人
し

す
る
ど

か
お
り

て
心
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
鋭
さ
は
金
鉄
を
も
断
ち
得
る
ほ
ど
で
あ
り
、
心
を
同
じ
く
す
る
者
の
こ
と
ば
は
、

蘭
の
香
り
の
ご
と
く
か
ぐ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
（
岩
波
文
庫
）
。

※
茈
魚
＝
鮒
に
似
た
魚
の
名
。

し

ぎ
よ

呂
寧
『
大
庇
天
下
寒
士
俱
歓
顔

解
読
杜
甫
漂
泊
一
生
的
済
世
夙
願
』
（
北
京
工
業
大
学
出
版
社
、
二
〇
一

｜

五
）一

辺
是
従
富
貴
人
家
的
朱
門
中
飄
散
出
酒
肉
的
誘
人
香
気
、
另
一
辺
是
荒
野
路
辺
的
凍
死
之
人
、
…
…
。


